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各日常生活圏域　協議体　開催予定

圏域 日時 メンバー 協議事項 開催に当たっての検討事項
（第１層協議会委員にアドバイスをいただきたい事項）

谷津
平成３０年
  ３月１日

・キャラバンメイト
・高齢者相談員
・介護支援専門員
・町会

認知症サポーター養成講座を受講された系域内の方に対する今後
の活動場所としての受け皿を検討。
　　どんな活動ならできる？
　　どんな活動ならやってみたい？
　　どういうフォローアップをしてほしい？などを検討。
　　活動場所の検討
　　　（サポーター養成講座を開催したい地域の検討）
　　活動場所と個々人のマッチング
　　　（キャラバンメイト増員の声かけ活動場所）
　　地域住民参加型の認知症普及啓発活動
　　　（徘徊模擬訓練等の普及啓発活動）等。

津田沼・
鷺沼

平成３０年
 ２月５，６日

・民生委員・高齢者相談員
・薬剤師
・社会福祉協議会
・圏域のケアマネジャー
・シニアサポーター
・病院ソーシャルワーカー

・地域の高齢者を支える取り組みの現状を紹介
・クロスロードゲームによりお互いの立場を知る
・グループワーク（前年度に出た地域課題についてカテゴリーに分け
話し合いをする。実現に向けより具体的に話ができるようにしていく）

①ちょっとした家事支援
②つどい・サロンなどの場
というテーマについてグループワークをするにあたり、
・それぞれ実現するための進行方法についてのアドバイス。
・どういったメンバーが加われるのか、店などを巻き込むにはどうしたらよい
か、など具体的な方法についてのアドバイス。

屋敷
平成３０年
  ２月２７日

・高齢者相談員
・民生委員
　（地区会長・副会長）
・社会福祉協議会支部
・習志野市社会福祉協議会
・高齢者支援課
　（第1層生活支援コーディネーター）

1.高齢者相談センターの業務について＜紹介＞
2.第2層生活支援コーディネーター及び第2層協議体について
                                                             ＜紹介＞
3.「見つめてみよう、わがまちの活動」について（仮称：テーマ）
・地域住民主体による「助け合い」を立ち上げる為に圏域の良いとこ
ろ、自慢できるところ、不安、心配、困っている事を協議体構成員で話
し合う。
地域で活動している方々の視点から、「地域を見つめていこう」という
話し合いをしていきたい。今後、地域で何をしていくべきかを、話し合
う場とする。

有効な会議の進行方法について

＜進行方法として＞
・グループ討議
・KJ法　　　　　　　　　どちらで行うか検討中

地域で活動している方々の視点から地域を見つめていくという話し合いにして
いきたい。
参加者の意欲や、忌憚のない意見を引き出すための、会議の進め方。

東習志野
平成３０年
  ３月１４日

・社会福祉協議会支部
・民生委員、高齢者相談員
・生活協同組合
・コンビニエンスストア
・配食サービス事業所
・社会福祉法人
・介護保険事業所

「高齢者の孤立」をテーマに、各々が感じている現状や課題について
話し合う。

目指す方向性
　・地域とのつながりが途絶えないようなネットワークの構築
　　（見守りネットワーク）
　・構築に必要な社会資源を開発
　　（集いの場や生活支援体制の整備）
　・孤立から「つながり」への再構築
　　（地域と関係機関の連携）

　「学習→行動」であったらいいな、をかたちにする
　当面は「学習」に重きを置く

センターで「解決すべき重要な課題」としている「高齢者の孤立」をテーマに取
り上げる予定。
・テーマを絞らずに、自由に地域の課題について意見を出し合った方が良い
か。テーマの設定は、話の方向性や考えが分散しないようにするためだが、
反対に多様な考え方・意見が出なくなることを懸念している。
・「行動する協議体」を目指していることから、委員の構成は地域住民よりも事
業者が多くなることを想定しているが、それで良いのか。事業者の普段の活
動から見えてくる地域の課題にも着目・共有し、活動の活発化を狙っている。


